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建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員

長
＝
千
葉
榮
釜
石
市
議
会
議

長
）
は
１
月
29
日
、東
京・全

国
町
村
会
館
で
第
１
８
２
回

委
員
会
を
開
催
。
今
年
度
の

要
望
結
果
概
要
に
つ
い
て
報

告
し
、
次
年
度
へ
の
申
し
送

り
事
項
を
決
定
し
た
。

要
望
結
果
概
要
で
は
、
▽

自
然
災
害
対
策
の
推
進
▽
各

種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進
▽

都
市
基
盤
整
備
の
推
進
▽
観

光
施
策
の
推
進
―
の
４
項
目

に
沿
っ
て
、
政
府
予
算
案
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

自
然
災
害
対
策  

流
域
治
水
の
本
格
的
実
践

に
必
要
な
予
算
・
財
源
の
確

保
な
ど
の
支
援
や
、「
防
災・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に

必
要
な
予
算
・
財
源
の
確
実

な
確
保
、
災
害
対
応
の
充
実

強
化
な
ど
を
要
望
し
た
。

令
和
７
年
度
国
土
交
通
省

予
算
案
で
は
、
気
候
変
動
に

よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
の
激

甚
化
に
対
抗
す
る
「
流
域

治
水
」
の
加
速
化
・
強
化
に

６
３
６
０
億
円
（
６
年
度
補

正
予
算
２
８
４
６
億
円
と
合

計
で
９
２
０
５
億
円
）
を
計

上
し
た
。
気
候
変
動
に
よ
る

集
中
豪
雨
の
増
加
や
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
土
砂
災
害

に
対
し
て
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト

一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
対

ラ
の
地
震
対
策
や
事
前
防
災

型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
被
害
を
未
然
に

軽
減
す
る
と
し
て
い
る
。

災
害
対
応
の
充
実
強
化
に

つ
い
て
は
、
７
年
度
内
閣

府
防
災
予
算
案
に
お
い
て

「
事
前
防
災
を
徹
底

す
る
」
と
し
、
特

に
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
の
よ
り
迅
速
か

つ
確
実
な
実
施
に

27
億
４
９
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
被

災
地
か
ら
の
要
請

を
待
た
ず
、
必
要

と
考
え
ら
れ
る
物

資
を
送
る
プ
ッ

シ
ュ
型
支
援
の
迅

速
な
実
施
が
図
ら

れ
る
。

策
を
実
施
し
、
地
域
全
体
の

安
全
性
向
上
を
強
力
に
推
進

す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
等
を
踏
ま
え
た
防

災・減
災
対
策
と
し
て
、「
事

前
防
災
」
の
観
点
で
イ
ン
フ
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事前防災対策の必要性 （国交省資料より抜粋）

建設運輸
委 員 会

事
前
防
災
対
策
の
一
層
の
推
進

地
震
や
豪
雨
災
害
対
策
の
強
化

講
師
説
明
で
は
、
国
土
交

通
省
大
臣
官
房
の
千
葉
信
義

会
計
課
長
、
内
閣
府
の
唐
戸

直
樹
政
策
統
括
官
（
防
災
担

当
）
付
参
事
官
（
被
災
者
生

活
再
建
担
当
）
付
企
画
官
が

各
府
省
の
令
和
７
年
度
予
算

案
の
概
要
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
説
明
し
た
。

千葉委員長
（釜石市）

ま
た
、
災
害
対
応
の
司
令

塔
機
能
の
強
化
と
し
て
、
関

係
省
庁
に
よ
る
事
前
防
災
対

策
を
推
進
す
る
た
め
の
「
事

前
防
災
対
策
総
合
推
進
費
」

17
億
円
を
創
設
し
、
関
係
省

庁
と
地
方
自
治
体
等
が
連
携

し
た
事
前
防
災
の
強
化
の
取

組
な
ど
が
支
援
さ
れ
る
。
ま

た
、そ
の
う
ち
２
億
円
が「
防

災
庁
」
の
設
置
準
備
室
経
費

と
な
っ
て
い
る
。

各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進  

地
域
公
共
交
通
の
事
業
者

及
び
地
方
自
治
体
に
対
す
る

財
政
措
置
な
ど
を
要
望
し
て

き
た
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
国
交
省
予

算
で
は
、「
交
通
空
白
」
の

解
消
等
に
向
け
た
地
域
交
通

の
リ・デ
ザ
イ
ン
（
再
構
築
）

と
し
て
２
３
６
億
円
（
６
年

度
補
正
予
算
３
６
７
億
円
と

合
計
で
６
０
３
億
円
）
を
計

上
し
、「
交
通
空
白
」
の
解
消

に
向
け
た
公
共
・
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
等
を
活
用
し
た

多
様
な
関
係
者
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
「
地
域
の
足
」「
観

光
の
足
」
の
確
保
や
、
地
域

公
共
交
通
の
維
持
確
保
・
体

質
改
善
な
ど
を
支
援
す
る
と

し
て
い
る
。

都
市
基
盤
整
備
の
推
進  

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
等
の
経

年
劣
化
対
策
へ
の
予
算
確
保

な
ど
を
要
望
し
た
。

７
年
度
国
交
省
予
算
案
で

は
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策

等
に
よ
る
持
続
可
能
な
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
現

に
７
８
８
９
億
円
（
６
年
度

補
正
予
算
１
５
６
０
億
円
と

合
計
で
９
４
４
７
億
円
）
を

計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、「
国

土
交
通
省
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命

化
計
画
（
行
動
計
画
）」
や

「
広
域
的
・
戦
略
的
な
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」

を
は
か
り
、
機
能
に
支
障
が

生
じ
る
前
に
対
策
を
行
う
予

防
保
全
へ
の
本
格
転
換
な
ど

を
図
る
と
し
て
い
る
。

観
光
施
策
の
推
進  

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
の
促
進
と
し
て
、
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
や
観
光
産
業

の
生
産
性
向
上
・
高
付
加
価

値
化
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
の

財
源
確
保
な
ど
を
要
望
し
て

き
た
。

７
年
度
国
交
省
観
光
庁
予

算
案
で
は
、
持
続
可
能
な
観

光
の
推
進
に
５
１
６
億
円

（
６
年
度
補
正
予
算
５
４
４

億
円
と
合
計
で
１
０
６
０
億

円
）が
計
上
さ
れ
、地
域
の
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

の
支
援
や
地
域
一
体
と
な
っ

た
観
光
地
・
観
光
産
業
の
再

生
・
高
付
加
価
値
化
が
支
援

さ
れ
る
。
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全 国 市 議 会 旬 報 第 2290 号（3）令和７年 2月 5日号

地方財政
委 員 会

青山委員長
（津市）

地
方
交
付
税
は
19
・
0
兆
円

一
般
財
源
総
額
　
63・８
兆
円
を
確
保

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
＝
青
山
昇
武
津
市
議
会
議

長
）
は
1
月
30
日
、
全
国
都

市
会
館
で
第
１
６
6
回
委
員

会
を
開
催
。
今
年
度
の
要
望

結
果
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
、

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項

を
決
定
し
た
。
委
員
会
で
は
、

一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
縮
小
、

地
方
交
付
税
の
総
額
の
確
保
、

法
定
率
の
引
上
げ
―
な
ど
を

求
め
て
い
た
。

一
般
財
源
総
額
は
、交
付
団

体
ベ
ー
ス
で
前
年
度
を
１・１

兆
円
上
回
る
63
・８
兆
円
。地

方
交
付
税
は
、0
・3
兆
円
上

回
る
19
・0
兆
円
が
確
保
さ
れ
、

7
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回

っ
た
。ま
た
、臨
時
財
政
対
策

債
は
平
成
13
年
度
の
制
度
創

設
以
来
、初
め
て
新
規
発
行
額

が
ゼ
ロ
と
な
っ
た（

本
紙
第

２
２
８
７・8
号
6・7
面
）。

固
定
資
産
税
は
、
前
年
度

比
２
２
９
６
億
円
増
の
10
兆

３
５
４
億
円
を
計
上
。
本
会

が
令
和
６
年
度
末
で
期
限
通

り
の
終
了
を
求
め
て
き
た
中

小
事
業
者
等
の
生
産
性
向
上

や
賃
上
げ
の
促
進
に
資
す
る

機
械
・
装
置
等
の
償
却
資
産

の
導
入
に
係
る
特
例
措
置
は
、

賃
上
げ
を
後
押
し
す
る
よ
う

見
直
し
が
行
わ
れ
た
上
で
2

年
に
限
り
延
長
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
は
、

事
業
期
間
が
５
年
間
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
税
額
控

除
の
特
例
措
置
は
適
用
期
限

が
3
年
間
、
公
営
企
業
納
付

金
制
度
は
期
限
が
５
年
間
、

そ
れ
ぞ
れ
延
長
さ
れ
た
。

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項

委
員
会
で
は
、▽
自
動
車
関

係
諸
税
の
安
定
的
確
保
▽
電

気
供
給
業
、ガ
ス
供
給
業
な
ど

に
対
す
る
収
入
金
額
課
税
の

現
行
制
度
堅
持
▽
国
際
課
税

ル
ー
ル
の
見
直
し
に
よ
り
法

人
課
税
に
関
す
る
国
内
の
税

制
を
整
備
す
る
場
合
の
地
方

法
人
課
税
分
が
含
ま
れ
る
点

を
踏
ま
え
た
制
度
の
構
築
―

な
ど
、来
年
度
委
員
会
へ
申
し

送
り
、引
き
続
き
地
方
自
治
体

の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必

要
な
地
方
税・地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
充

実
を
求
め
て
い
く
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
税

務
局
の
菊
地
健
太
郎
企
画
課

長
が
「
令
和
７
年
度
地
方
税

制
改
正
に
つ
い
て
」、
同
省

自
治
財
政
局
の
前
田
優
財
政

課
財
政
企
画
官
が
「
令
和
７

年
度
地
方
財
政
の
姿
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る
税
負
担

の
調
整
及
び
就
業
調
整
へ
の
対
応

地
方
側
と
し
て
最
大
の
焦

点
だ
っ
た
個
人
所
得
課
税
の

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
問
題

は
、
昨
年
12
月
20
日
に
与
党

税
制
改
正
大
綱
案
が
決
定
さ

れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
同
27

日
に
令
和
7
年
度
税
制
改
正

の
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

与
党
大
綱
案
に
よ
る
と
個

人
住
民
税
は
「
地
域
社
会
の

会
費
」
的
な
性
格
を
踏
ま

え
、
所
得
税
の
諸
控
除
の
見

直
し
の
ほ
か
、
地
方
税
財
源

へ
の
影
響
や
税
務
手
続
の
簡

素
化
の
観
点
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
給
与
所
得
控
除
の

見
直
し
、
大
学
生
年
代
の
子

等
に
関
す
る
特
別
控
除
の
創

設
並
び
に
扶
養
親
族
及
び
同

一
生
計
配
偶
者
の
合
計
所
得

金
額
に
係
る
要
件
の
引
上
げ

に
つ
い
て
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
令
和
８
年
度
分
の
個
人

住
民
税
か
ら
適
用
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
平

年
度
７
５
０
億
円
（
う
ち
、

市
町
村
４
８
６
億
円
）
の
減

収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、国
民
民
主
党
は
、同

案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

し
て
、さ
ら
な
る
控
除
額
の

引
き
上
げ
を
求
め
て
お
り
、

今
後
の
動
き
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

公
共
施
設
の
集
約
化・ 

複
合
化
の
推
進

公
共
施
設
等
適
正
管
理
事

業
に
つ
い
て
は
、
個
別
施
設

の
維
持
管
理
、
更
新
等
に
係

る
取
組
が
本
格
化
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
十
分
な
財

源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
不

要
施
設
の
除
却
は
維
持
管
理

経
費
削
減
の
観
点
か
ら
喫
緊

の
課
題
で
、
本
委
員
会
で
は
、

除
却
事
業
に
係
る
財
政
支
援

の
拡
充
を
求
め
て
い
た
。

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
は
前
年
度
比
１
８

０
億
円
（
４・２
％
）
増
の
４

５
０
０
億
円
を
計
上
。
こ
の

う
ち
、集
約
化・複
合
化
事
業

（
充
当
率
90
％
、
交
付
税
措

置
率
50
％
）
に
つ
い
て
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等

に
基
づ
い
て
実
施
す
る
公
共

施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
等

に
伴
う
施
設
の
除
却
事
業
が

対
象
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

水
道
等
の
防
災
対
策
の
推
進

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

の
教
訓
を
踏
ま
え
、災
害
時

の
水
の
確
保
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、水
道

事
業
等
の
防
災
対
策
を
強
化

す
る
た
め
令
和
10
年
度
ま
で
、

▽
水
道
管
路
耐
震
化
事
業
に

係
る
地
方
財
政
措
置
の
拡
充

が
図
ら
れ
、通
常
事
業
費
を

超
え
て
実
施
す
る
事
業
（
上

積
事
業
費
）
の
対
象
経
費
の

う
ち
一
定
割
合
が
一
般
会
計

出
資
債
の
対
象
と
さ
れ
、
元

利
償
還
金
の
50
％
が
普
通
交

付
税
措
置
さ
れ
る
。

ま
た
、公
営
企
業
債（
防
災

対
策
事
業
）が
創
設
さ
れ
、現

行
の
病
院
事
業
債（
災
害
分
）

が
改
編
さ
れ
、病
院
事
業
に

災
害
拠
点
病
院
等
に
お
け

る
給
排
水
管
の
耐
震
性
能
の

確
保
工
事
、水
道
事
業
に
水

道
施
設
が
被
災
し
た
際
の
応

急
給
水
の
た
め
の
設
備（
給

水
車
、防
災
用
井
戸
、可
搬

式
浄
水
設
備
）の
整
備（
機

能
向
上
を
伴
わ
な
い
更
新
・

改
築
事
業
を
除
く
）

が
追
加
さ
れ
、公
営

企
業
債（
防
災
対
策

事
業
）が
創
設
さ
れ
、

元
利
償
還
金
の
70
％

（
国
庫
補
助
事
業
は

50
％
）が
普
通
交
付

税
措
置
さ
れ
る
。

（給水車）

（耐震間の敷設工事）（耐震間の敷設工事）
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
新
田
寛
之

小
松
市
議
会
議
長
）
は
１
月

28
日
、
第
88
回
総
会
を
東

京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
開
催
。
令
和
７
年
度
活
動

方
針
な
ど
を
協
議
・
決
定
し

た
。冒

頭
、
新
田
会
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
阿
達
雅

志
総
務
副
大
臣
、
小
林
一
大

防
衛
大
臣
政
務
官
か
ら
の
来

賓
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

活
動
方
針
は
、
①
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
等
②
基
地
周
辺
対
策

の
充
実
強
化
―
に
つ
い
て
の

２
つ
の
活
動
目
標
を
柱
と
す

る
も
の
。

①
に
つ
い
て
は
、
▽
基
地

交
付
金
･
調
整
交
付
金
の
所

要
額
確
保
▽
基
地
対
策
事
業

に
係
る
地
方
財
政
措
置
の
拡

充
―
な
ど
４
項
目
を
掲
げ
て

い
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
▽
基
地

周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確

保
▽
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
の
充
実
強
化

▽
基
地
周
辺
安
全
対
策
の
徹

新田基地協会長
（小松市）阿達総務副大臣

小林防衛大臣政務官

廣瀬慶應義塾大学教授

底
等
▽
防
衛
力
整
備
計
画
実

施
に
当
た
っ
て
の
地
元
意
見

の
尊
重
等
―
な
ど
12
項
目
を

掲
げ
て
い
る
。

協
議
で
は
、
５
年
度
会
計

決
算
に
つ
い
て
森
長
一
郎
監

事（
多
賀
城
市
議
会
議
長
）か

ら
監
査
結
果
の
報
告
が
あ
り

こ
れ
を
認
定
し
た
ほ
か
、
７

年
度
事
業
計
画
、
７
年
度
予

算
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
総
会
で
は
、
慶

應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

の
廣
瀬
陽
子
教
授
が
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
の
深
層
～ 

ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
戦
争
の
脅
威
と
世

界
へ
の
影
響 

～
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

ま
た
、
総
務
省
自
治
税
務

局
の
池
田
敬
之
固
定
資
産
税

課
長
、
防
衛
省
地
方
協
力
局

の
村
井
勝
総
務
課
長
が
、
各

省
の
所
管
す
る
基
地
関
係
予

算
案
等
に
関
し
て
説
明
し
た
。

令
和
７
年
度
総
務
省
予
算

案
に
お
け
る
同
省
所
管
の
基

地
・
調
整
交
付
金
は
、
３
年

に
一
度
の
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
翌
年
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
前
年
度
比
10
億
円

増
の
３
８
５
億
４
０
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
令
和
７
年
度
防
衛
省
予

算
案
に
お
け
る
同
省
所
管
の

基
地
周
辺
対
策
経
費
に
つ
い

て
は
、
契
約
ベ
ー
ス
で
前
年

度
比
99
億
円
増
の
１
８
４
２

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

（
詳
細
は
左
上
表
掲
）。

第88回総会の模様

令和7年度予算案における基地・調整交付金（総務省所管）
及び基地周辺対策経費（防衛省所管）	 （単位：億円）

令和6年度 令和7年度 対前年度増減

基地・調整交付金
（総務省所管）

基地交付金 299.40 307.40 8.00
調整交付金 76.00 78.00 2.00

合　計 375.40 385.40 10.00
基地周辺対策経費（防衛省所管） 1,743 1,842 99  

（総務省・防衛省資料をもとに本会作成）

▼
議
長

▽
芦
別	

大
鎌
光
純（
1・17
）

▽
筑
西	

田
中
隆
徳（
1・30
）

▽
小
諸	

山
浦
利
夫（
2・3
）

▽
田
原	

岡
本
禎
稔（
2・3
）

▼
副
議
長

▽
鴻
巣	

矢
島
洋
文（
6・7
）

▽
八
千
代	
澤
田
新
一（
1・17
）

▽
小
諸	
小
林
一
彦（
2・3
）

▽
田
原	
古
川
美
栄（
2・3
）

▼
事
務
局
長

▽
稚
内	

堀
江
美
奈（
4・1
）

▽
栗
原	

國
井　
浩（
4・1
）

議
会
人
事

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する時
事通信社 iJAMP「市議会最前線」。

2月は北海道室蘭市が取り組む「議員⾃らが
地域に出向く「市⺠と議会との懇談会」」を紹介
しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取組」
でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 北海道室蘭市

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

基
地
協
第

基
地
協
第
8888
回
総
会

回
総
会

令
和
７
年
度
活
動
方
針
を
決
定

令
和
７
年
度
活
動
方
針
を
決
定

森監事
（多賀城市）

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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期　間	 2025年4月13日㈰ ー 10月13日㈪
開場時間	 午前9時 ―  午後10時
会　場	 大阪 夢洲 （ゆめしま）
テーマ	 いのち輝く未来社会のデザイン

万
博
の
開
催
は
、
１
８
９

１
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回

ロ
ン
ド
ン
万
博
に
遡
る
が
、

19
世
紀
は
「
モ
ノ
を
見
せ
る

万
博
」、
20
世
紀
は
「
科
学

万
能
か
ら
人
間
性
探
求
へ
」

と
、
万
博
は
「
時
代
を
映
す

鏡
」
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
世
界
中
で
猛
威
を

振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
や
中
東
戦
争
、
気
候
変

動
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
自
然
災
害
や
環
境
問

題
、
先
進
国
に
お
け
る
少
子

1970年 日本万国博覧会
（大阪万博） 大阪府

1975年 沖縄国際海洋博覧会
（沖縄海洋博） 沖縄県

1985年 国際科学技術博覧会
（つくば博） 茨城県

1990年 国際花と緑の博覧会
（花博） 大阪府

2005年 2005年日本国際博覧会
（愛・地球博） 愛知県

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
略
称
「
大
阪
・
関
西

万
博
」）
が
２
０
２
５
年
4
月
13
日
か
ら 

10
月
13
日
ま
で

の
１
８
４
日
間
、
大
阪
湾
に
浮
か
ぶ
人
工
島
「
夢
洲
（
ゆ

め
し
ま
）」
で
開
催
さ
れ
る
。

世
界
が
一
つ
の
「
場
」
に

集
う
国
際
博
覧
会
「
万
博
」。

今
回
の
万
博
の
象
徴
は
、
生

態
系
を
回
復
さ
せ
る
と
の
要

素
が
含
ま
れ
る
世
界
最
大
級

の
木
造
建
築
と
な
る
「
大
屋

根
リ
ン
グ
」。
リ
ン
グ
の
屋
上

か
ら
は
会
場
全
体
を
様
々
な

場
所
か
ら
見
渡
せ
、
リ
ン
グ

の
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
瀬

戸
内
海
の
豊
か
な
自
然
や
夕

日
を
浴
び
た
光
景
な
ど
、
海

と
空
に
包
ま
れ
た
万
博
会
場

の
魅
力
を
楽
し
め
る
。

リ
ン
グ
の
内
側
に
は
、
万

い
の
ち
に
向
き
合
う

「
大
屋
根
リ
ン
グ
」

「いのちの危機の時代」

「いのちの万博」

新型コロナ禍、ウクライナ危機や
中東戦争、気候変動や環境問題等

● いのちに向き合う世界初の万博
● 世界150ヵ国を超える参加
● 国内外における対話と交流

2025年日本国際博覧会

高
齢
化
な
ど
、
将
来
へ
の
不

透
明
さ
が
増
し
、
私
た
ち
の

生
活
を
脅
か
す
様
々
な
危
機

に
直
面
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
中
で
開
催
さ
れ
る
大
阪・関

西
万
博
は
「
い
の
ち
の
危
機

の
時
代
」
に
生
き
る
全
世
界

が
共
通
の
認
識
を
持
つ
中
で

「
い
の
ち
の
万
博
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
人
類
共
通
の
課
題

解
決
に
向
け
て
「
い
の
ち
に

向
き
合
う
世
界
初
の
万
博
」

と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

万
博
が
日
本
で
開
催
さ
れ

る
の
は
、
２
０
０
５
年
に
愛

知
県
で
開
催
さ
れ
た「
愛・地

球
博
」
以
来
20
年
ぶ
り
。
日

本
開
催
の
万
博
史
上
、
最
多

の
１
５
８
か
国・地
域
、9
国

際
機
関
（
２
０
２
４
年
12
月

27
日
現
在
）
が
参
加
す
る
。

博
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
８
名

が
主
導
す
る
創
造
的
な
シ
グ

ネ
チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
や

１
５
０
を
超
え
る
国
な
ど
の

パ
ビ
リ
オ
ン
が
建
ち
並
ぶ
。

「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
概
念
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
場
所
と
し
て
、
ま
た
各

国
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
技
術
革
新
、
伝
統
、
そ

し
て
未
来
に
向
け
た
取
り
組

み
を
体
験
で
き
る
。

リ
ン
グ
の
周
り
に
は
国

内
・
民
間
パ
ビ
リ
オ
ン
が
建

ち
並
び
、「
日
本
館
」
で
は
日

原則として電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。
やむを得ず自家用車を利用される場合、万博会場（夢洲）に
駐車場はありませんので、会場周辺の万博パークアンドライド
（P&R）駐車場をご利用ください。

ア

ク

セ

ス

本
の
観
測
隊
が
２
０
０
０
年

に
南
極
で
発
見
し
た
世
界
最

大
級
の
「
火
星
の
石
」
が
初

め
て
一
般
に
公
開
さ
れ
る
。

ま
た
、会
場
内
と
会
場
外
の

ポ
ー
ト
の
２
地
点
を
結
ぶ「
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
」や
未
来
都
市
を

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
仮
想
体

験
で
き
る「
未
来
社
会
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
」
で
は
、様
々
な
最
先

端
技
術
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、

ド
キ
ド
キ・ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽

し
さ
や
、学
び
、気
づ
き
を
感

じ
る
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト

も
毎
日
開
催
さ
れ
る
。

 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
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２
０
２
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大

阪
・
関
西
万
博
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

世
界
最
大
級

木
造
建
築

「
火
星
の
石
」
　
一
般
公
開

世
界
初
の
万
博

分断を乗り越え
繋がりを取り戻す！

本町

桜島
尼崎

舞洲

堺

弁天町

新大阪

大阪

夢洲

大阪メトロ中央線JR
駅シャトルバス

大阪メトロ御堂筋線
万博P&Rシャトルバス

提供：２０２５年日本国際博覧会協会©Expo 2025

公式キャラクター
「ミャクミャク」

https://www.expo2025.or.jp/
https://www.expo2025.or.jp/
https://www.expo2025.or.jp/
https://www.expo2025.or.jp/


令和 7年 2月 5日号（6）第 2290 号 全 国 市 議 会 旬 報

２
７
５
０
円(

税
込・送
料
別)

鵜
沼
信
二　

著

地
方
議
会
に
は
地
方
自
治

法
や
会
議
規
則
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ル
ー
ル
が
あ
り
、
一
読

し
た
だ
け
で
理
解
す
る
の
は

と
て
も
困
難
で
す
。

本
書
は
毎
回
テ
ー
マ
を
定

め
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
重
要
な 

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
ま

す
。
難
解
な
法
令
・
条
例
・

行
政
実
例
の
理
解
を
助
け
、

地
方
議
員
の
皆
様
の
議
会
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
議
会
運

営
の
疑
問
に
答
え
る
書
籍
と

な
り
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
後
に
新
た

に
議
員
と
な
ら
れ
た
方
々
に

と
っ
て
は
、
な
に
も
の
に
も

替
え
難
い
道
標
と
な
る
で

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
別
で
わ
か
り
や
す
い
！

地
方
議
会・議
員
の
基
礎
知
識

好評　難解な法令・条例・行政実例の理解と、議員活動・議会運営力アップには…

新刊　民主主義の基本を支える選挙制度の基本的な知識を得るために…

２
９
７
０
円(

税
込・送
料
別)

河
村
和
徳　

著

新
刊　

地
方
議
会
に
と
っ

て
、
地
域
住
民
の
代
表
者
を

選
ぶ
選
挙
制
度
は
と
て
も
重

要
な
も
の
で
す
。

本
書
は
、
選
挙
を
め
ぐ
る

「
投
票
方
式
」「
な
り
手
不

足
」「
投
票
率
」
な
ど
の
テ
ー

マ
別
に
講
義
を
展
開
す
る
ス

タ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
、
18
歳

へ
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
な
ど
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る

近
年
の
選
挙
環
境
の
動
向
も

フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
民
主
主
義
を
支
え

る
選
挙
制
度
の
基
本
的
な
知

識
を
得
る
た
め
に
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
書
籍
と
な

り
ま
す
。

中央文化社

東北大学大学院
情報科学研究科准教授

選 挙 を め ぐ る あ れ こ れ

河村  和徳 著

Local  Elections Trivia

地方議員のための地方議員のための地方議員のための地方議員のための
選挙トリビア選挙トリビア選挙トリビア選挙トリビア

地
方
議
員
の
た
め
の

選
挙
ト
リ
ビ
ア

選
挙
を
め
ぐ
る
あ
れ
こ
れ

発行の中央文化社がお勧めする月刊 地方議会人全国市議会議長会
全国町村議会議長会共同編集

議会で役立つ「専門書籍」のご案内

議会広報紙を住民にわかりやすくつくるポイントを見つけるには…

２
５
３
０
円(

税
込・送
料
別)

	

芳
野
政
明
／
吉
村　

潔　
編
著

広
報
で
差
が
つ
く
議
会
力

― 

市
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニッ
ク

議
会
の
日
々
の
活
動
を
伝

え
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
の
が
議

会
広
報
で
す
。

本
書
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
市
町
村
議
会
広
報
30
紙

を
厳
選
し
、
改
善
点
な
ど
を

論
評
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
と

も
に
紹
介
。 

巻
末
に
は
編
著
者
に
よ
る

特
別
対
談
「
読
み
た
く
な

る
議
会
広
報
紙
の
つ
く
り
か

た
」
を
収
録
。

議
会
広
報
の
編
集
委
員
は

も
と
よ
り
、
住
民
と
広
報
紙

を
通
し
て
広
く
政
策
共
有
・

報
告
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
い
る
現
在
の
議
会
の
全
て

の
議
員
に
と
っ
て
ま
さ
に
必

読
の
一
冊
で
す
。

お問合せ
TEL 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867
https://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会
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「少子化対策」の現在

令
和
七
年
二
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）第
五
十
五
巻
第
九
号

発
行
所
　株
式
会
社
中
央
文
化
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　定
価
８
３
１
円
︵
消
費
税
・
送
料
込
︶

令和７年2月 1日発行（毎月 1回 1日発行） 第55巻第9号

����

2

深刻な獣害被害へどう対処するか

月
刊
　地
方
議
会
人

 2
月
号

特
集
　 ﹁
少
子
化
対
策
﹂
の
現
在 

2025

　
　中
央
文
化
社

少子化対策の推進によりこども・若者が
参画する「地方創生」へ

特集

巻頭言　渡辺由美子

／清原慶子

男女共同参画の遅れと少子化
／山田昌弘

出生率の「西高東低」は何を意味するのか
／吉田　浩

■

高知県四万十町／奈良県桜井市／徳島県美波町
／鳥取県米子市

現地報告■

ご購入に際しての
「お申し込み」

「 月刊  地 方 議 会 人 」 
デジタルブックサンプ
ル版はじめました！
「月刊 地方議会人」サン

プル版ではデジタルブック
で地方議会議員・議会事
務局の方々に好評の特集、
現地報告各 2 本、連載 3
本を「無料」で読むことが
できます！  クリック

※お電話やＦＡＸでのお申し込
みも受け付けております。

▶

こちらをクリックし、中央文
化社のホームページよりお
申し込みください。

特　集
「少子化対策」 の現在

巻頭言　地方自治に思う
こども家庭庁の創設とこども・子育て
政策の強化について
こども家庭庁長官	 渡辺 由美子 

■ 特集
▶ 少子化対策の推進によりこども・

若者が参画する「地方創生」へ
	 杏林大学客員教授、こども家庭庁参与、 

前東京都三鷹市長	 清 原  慶 子
▶ 男女共同参画の遅れと少子化　 

最良の「少子化対策」とは何か
中央大学文学部教授	 山 田  昌 弘

▶ 出生率の「西高東低」は何を意味するのか 
婚姻、女性就業、ワークライフバランス
東北大学経済学研究科教授、高齢経済社
会研究センター長	 吉 田　　浩

■	現地報告
▶ 高知県四万十町／婚活は、人材育成 

出会いを応援する「てとてと」がめざすもの
四万十町出会い応援センター「てとてと」セン
ター長、特定非営利活動法人LIFE代表理事
	 井 上  義 之

▶ 奈良県桜井市／「愛の花咲く ＳＡＫＵＲ
ＡＩプロジェクト」への期待と展望
奈良県桜井市議会議長	 岡 田  光 司

▶ 徳島県美波町／少子化でも挑戦が生
まれる「にぎやかそ」の町へ
徳島県美波町議会議員	 遊 亀  聖 悟

▶ 鳥取県米子市／すべてのこどもを包　
括的にサポート　

	 米子市「こども総本部」がめざす未来
鳥取県米子市こども総本部部長	
	 瀬 尻  慎 二

https://chuobunkasha.com/
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